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優秀な性能を持つ，無妻に穴の明いた鐵板から出來てるる．そして，機械本盟

はレ1ル上を李田下にて移動さすのと異なり，モ1タ1の働きで床下に沈下さ

せる穿話になって居る．叉この機械には有名な太陽系投撮影器が装備されてる
る．

　尚・今日までフイラヂルフイや市フランクリン・インスチツ1ト内プラネタ

リウムの館長であったジェ1ムス・ストクレイ氏がピ市天象甜々長に就任した．

　月曜一一金曜日には3回，土，日曜，祭日には4回プラネタリウム演出が行は

れる．ビ市プラネタリウムは世界で27番自，アメリカ本土では5番目である．

○維納に於ける小學生のための演出

　維納市學務委員力1ル・スプロングル氏に同市プラネタリウムを教材として

先づ市内小三校のため演出開始する様委託した．

　其他のニユ＿ス：

○恒星天に日，月を調整する方法

Q北斗より北極星を見出し誤らざる様注意

Q勲帯地方及爾極圏内で太陽運行演出に異國情緒豊かな風景の幻燈爲眞

　セイロン島海岸の椰子森，トリニグツドの竹叢林，マディラのバナナ樹マ

　ディラの素面樹砂漢の隊商，諾威の二二，激高最北岬（ノ1ルドカ1プ）の

翼夜中，グリ1ンランドのエスキモ1人移佳，グリ1ンランドの氷河，≠＝

　1シユワーペンランドの山嶽と氷．
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